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各  位 

会 社 名 株式会社城南進学研究社 

代表者名 代表取締役社長ＣＥＯ 下村 勝己 

（ＪＡＳＤＡＱ・コ－ド４７２０） 

問合せ先 取締役常務執行役員ＣＦＯ 杉山 幸広 

（ＴＥＬ.０４４－２４６－１９５１） 

 

 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、2019年７月16日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ジー・イ

ー・エヌ（以下、「ジー・イー・エヌ」）を、2019年10月１日を効力発生日として吸収合併（以

下、「本合併」）することについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社を対象とする吸収合併となるため、開示事項・内容を一部省略して

おります。 

 

記 

 

１．合併の目的 

ジー・イー・エヌは、児童英語教室「ズー・フォニックス・アカデミー」を６教室運営し

ており、その他フランチャイザーとしても複数教室を展開しております。また、当社はジ

ー・イー・エヌのフランチャイジーとして３教室の運営を行っております。 

 当社グループは、本合併により経営管理の一元化を行い、管理業務の合理化を図るととも

に、事業運営の効率化及び拡大を推進してまいります。 

 

２．合併の要旨 

 （１）合併の日程 

合併の日程取締役会決議日 2019年７月16日 

合併契約締結日 2019年８月29日 

合併予定日（効力発生日） 2019年10月１日 

(注)本合併は、当社においては会社法第796条第２項に定める簡易合併に該当し、ジー・イ

ー・エヌにおいては会社法第784条第１項に規定する略式合併に該当するため、両社と

も合併契約の承認に関する株主総会を開催することなく行います。 

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とし、ジー・イー・エヌを消滅会社とする吸収合併方式でジー・イー・エ

ヌは解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

   本合併による株式その他の金銭等の割当てはありません。 

 



（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

 

３．合併当事会社の概要（2019年３月31日現在） 

 存続会社 消滅会社 

（１）名称 株式会社城南進学研究社 株式会社ジー・イー・エヌ 

（２）所在地 神奈川県川崎市川崎区駅前本町２

２番地２ 

東京都目黒区柿の木坂１丁目３２

番地１６号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長ＣＥＯ 下村勝己 代表取締役社長 中村伊公子 

（４）事業内容 総合教育事業 児童英語教室の運営 

（５）資本金 655,734千円 9,600千円 

（６）設立年月日 1982年９月16日 1995年７月１日 

（７）発行済株式数 8,333,133株（自己株式を除く） 192株 

（８）決算期 ３月31日 ３月31日 

（９）大株主及び持株比率 有限会社シモムラ 32.3％ 

下村勝己 13.9％ 

株式会社進学会ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 

4.6％ 

下村友里 4.5％ 

山崎杏里 4.5％ 

深堀和子 3.8％ 

資産管理ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社

（信託E口）3.4％ 

小川由晃 3.0％ 

株式会社みずほ銀行 2.3％ 

株式会社ｼﾞｬﾊﾟﾝｸﾘｴｲﾄ 1.8％ 

 

株式会社城南進学研究社 

75.0％ 

中村伊公子 25.0％ 

（10）直前事業年度の経営成績及び財政状態 

決算期 2019年３月期（個別） 2019年３月期（個別） 

純資産 3,710,306千円 91,842千円 

総資産 5,822,277千円 154,459千円 

１株当たり純資産 460.73円 478,345.05円 

売上高 5,619,125千円 292,830千円 

営業利益（△営業損失） △442,775千円 4,685千円 

経常利益（△経常損失） △394,402千円 3,186千円 

当期純利益（△当期純損失） △523,153千円 2,941千円 

１株当たり当期純利益（△１株

当たり当期純損失） 

△64.96円 15,319.38円 

(注)当社は合併期日までにジー・イー・エヌの株式25％を追加取得し、完全子会社としたうえで合併を行

う予定です。 

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の名称、本店所在地、代表者、事業内容、資本金及び決算期の変更はあ

りません。 

 

５．今後の見通し 

本吸収合併は、連結子会社との合併であるため、当社業績への影響は軽微であります。 

 

 

以上 


